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新年度予算案を可決・議員定数を 36 人
とする条例案を可決

　３月定例会は、３月６日から 24日までの
19日間にわたって開催されました。市長提
出の平成 18年度当初予算案をはじめとする
予算 44 件、条例 30 件、その他 31 件及び
人事案件１件の議案と、議員提出の４件の
議案の審議が行われました。
　９・10・13・14・16・17 日には、８会
派からの代表質問が行われました。関連質
問と合わせて 40人の議員が質問に立ち、活
発な議論が展開されました。
　８日に常任委員会で平成 17年度補正予算
案など先議案件の審査を行ったほか、20・
22 日には常任委員会及び特別委員会が開催
され、付託された議案や請願・陳情につい
ての審査を行いました。
　また、合併後初の市議会議員一般選挙に
おける議員定数を、38 人とする議案と 36
人とする議案が議員提出され、採決の結果
36人とする条例が可決されました。

３月定例会のあらまし
とっとり
市議会
だより

満開のツツジが美しい用瀬町愛宕山公園



ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　
（
市
長
）
空
き
家
損
壊
に

つ
い
て
は
、
所
有
者
が
管
理
責

任
を
負
う
こ
と
が
原
則
と
考
え

る
が
、
地
域
で
所
有
者
に
連
絡

を
と
り
善
処
を
願
う
等
の
対
応

し
て
い
た
だ
く
か
、
市
も
同
様

の
働
き
か
け
を
す
る
と
か
い
う

こ
と
に
な
る
。
空
き
家
問
題
に

対
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
・
む

ら
づ
く
り
の
事
業
の
中
で
取
り

扱
い
を
考
え
て
い
く
が
、
特
に

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
空
き
家

に
つ
い
て
は
、
地
域
や
所
有
者

の
認
識
等
も
含
め
、
実
態
調
査

し
、
対
処
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

下
村
佳
弘
（
関
連
質
問
）

問　

子
ど
も
の
健
全
な
心
と
体

を
養
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
た
め
の
食
農
教
育
の
推
進
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
教
育
長

に
伺
う
。

答
（
教
育
長
）
本
市
に
お
け

る
食
に
関
す
る
指
導
は
、
家
庭

科
や
総
合
的
な
学
習
、
保
健
体

育
等
で
進
め
て
い
る
。
食
育
の

一
環
と
し
て
、
栽
培
か
ら
食
べ

る
ま
で
の
一
連
の
活
動
を
学
校

で
実
施
し
て
い
る
が
、
自
然
体

験
や
勤
労
生
産
の
体
験
、
農
業

体
験
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
の

貴
重
な
体
験
と
な
る
と
確
信
し

て
お
り
、
今
後
も
取
り
組
ん
で

い
く
。
食
に
関
す
る
指
導
は
、

家
庭
で
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

教
育
が
特
に
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
も
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
で
食

の
教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
。

福
田
幹
右
（
関
連
質
問
）

問　

地
域
の
個
性
が
あ
る
水

田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
売
れ
る

米
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
（
農
林
水
産
部
長
）
現
在

の
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
は
合
併

前
の
旧
市
町
村
ご
と
に
策
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
各
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
、
全
市

を
一
本
化
し
た
新
た
な
水
田
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
を
平
成
18
年
度
中

に
策
定
し
た
い
。
そ
し
て
、
平

成
19
年
度
以
降
は
こ
の
新
た
な

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
各
地
域

で
特
色
の
あ
る
産
地
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
本
市
の
水

田
農
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　

売
れ
る
米
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
特
別
栽
培
米
の
出
荷
助

成
や
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
と

と
も
に
、
農
協
等
と
の
連
携
に

よ
り
販
路
確
保
等
の
支
援
を
行

う
。

河
村
行
康（
関
連
質
問
）

問　

介
護
保
険
料
改
定

に
伴
う
大
幅
負
担
増
に

な
る
地
域
の
見
直
し
に

つ
い
て
伺
う
。

答
（
市
長
）
介
護
保

険
料
は
、
合
併
時
の
調

整
方
針
で
18
年
度
か
ら

統
一
し
た
新
た
な
保
険

料
を
設
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
鳥
取
市
介
護
保
険
事
業

計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

作
成
委
員
会
で
原
案
を
作
成
さ

れ
、
市
民
政
策
コ
メ
ン
ト
の
実

施
、
社
会
福
祉
審
議
会
の
諮
問

を
経
て
、
本
定
例
会
に
提
案
し

て
い
る
。

　

大
幅
に
負
担
増
と
な
る
地
域

に
つ
い
て
、
保
険
料
を
地
域
を

特
定
し
て
激
変
緩
和
措
置
を
講

ず
る
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、

被
保
険
者
全
体
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
合
併
に

よ
る
効
果
は
、
他
の
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
負
担
減
と
な
っ
た
も

の
も
数
多
く
あ
り
、
総
合
的
な

ご
判
断
を
い
た
だ
き
た
い
。

谷
口
輝
男
（
関
連
質
問
）

問　

交
通
弱
者
に
必
要
不
可
欠

な
交
通
機
関
で
あ
る
生
活
バ
ス

の
路
線
の
現
状
確
保
が
大
切
で

あ
る
が
、市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　
（
市
長
）
バ
ス
路
線
の
県

補
助
の
見
直
し
は
、
十
分
に

議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
関
係
４
市
の
市
長
会
、
東

部
の
市
及
び
町
で
県
の
現
行
補

助
制
度
の
堅
持
を
要
望
し
て
い

る
。
補
助
金
に
関
す
る
今
後
の

扱
い
は
、
事
業
者
に
も
一
層
の

経
営
努
力
を
求
め
る
必
要
が
あ

る
。

　

地
域
の
生
活
交
通
手
段
を
確

保
す
る
た
め
、
乗
り
継
ぎ
拠
点

の
新
設
、代
替
交
通
の
導
入
等
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
効
率
的

な
運
用
、
バ
ス
運
行
の
方
法
に

つ
い
て
現
在
、
鳥
取
市
生
活
交

通
検
討
協
議
会
で
検
討
し
て
い

る
。
市
営
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

は
、旧
気
高
町
に
事
例
が
あ
り
、

方
策
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。

上
紙
光
春
（
関
連
質
問
）

問　

過
疎
地
域
に
対
す
る
特
別

な
政
策
配
慮
と
、
新
市
の
一
体
感

と
市
民
の
交
流
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
（
市
長
）
地
域
振
興
特
定

予
算
を
設
け
、
合
併
後
も
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続
す

る
。
具
体
的
に
は
、
自
治
会
活

動
の
活
性
化
促
進
補
助
金
を
活

用
し
て
、
地
域
が
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
る
。
ま
た
全
市
的
な
視
野
か

ら
、
地
域
の
特
色
に
応
じ
た
補

助
事
業
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
温
泉
な
ど
の
企
画
に
よ
り

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
取
り
組
み

を
展
開
す
る
。

　

交
流
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
相
互
参
加
な
ど
他
の
地
域

と
の
一
体
化
を
生
か
し
広
域
的

な
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
こ
れ
ら
交
流
に
よ
り
、

均
一
化
で
な
い
一
体
化
の
推
進

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

山
部
紘
一
郎
（
関
連
質
問
）

問　

新
市
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
、「
の

ど
自
慢
」
と
砂
丘
で
の
「
ラ
ジ

オ
体
操
」
の
実
施
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
（
市
長
）「
の
ど
自
慢
」
に

つ
い
て
は
、
必
ず
手
を
挙
げ
た

い
。
最
近
で
は
県
内
で
行
わ
れ

た
例
が
あ
り
、
同
年
の
う
ち
に

は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
に
実
現
に

向
け
て
努
力
を
し
た
い
。

　

鳥
取
の
観
光
の
核
で
あ
る
鳥

取
砂
丘
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
上
で

「
夏
の
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
」
を

実
施
す
る
の
も
非
常
に
話
題
性

に
富
む
取
り
組
み
で
あ
る
。
姫

鳥
線
の
開
通
時
期
と
合
わ
せ
て

「
の
ど
自
慢
」や「
ラ
ジ
オ
体
操
」

の
実
施
が
あ
れ
ば
、
相
乗
効
果

も
大
き
い
と
考
え
る
の
で
、
ご

提
案
を
実
現
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
働
き
か
け
な
ど
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

食
農
教
育
の
推
進

水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て

介
護
保
険
料
改
定

に
つ
い
て

生
活
バ
ス
路
線
確
保

過
疎
地
域
へ
の
配
慮
と

新
市
の
一
体
感に

つ
い
て

新
市
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て

食農教育の取り組み（農業体験活動）
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清和会清和会

岡
田
浩
四
郎
（
代
表
質
問
）

問　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
│
Ｃ
Ｔ
の
導
入
の

予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
運
用
計
画
を
立
て
て

い
る
の
か
伺
う
。

答　
（
病
院
事
業
管
理
者
）
Ｐ

Ｅ
Ｔ
│
Ｃ
Ｔ
導
入
に
伴
う
予
算

総
額
は
、
建
物
増
築
費
を
含
め

４
億
１
７
０
万
９
千
円
で
あ

る
。
償
還
経
費
、
人
件
費
、
減

価
償
却
費
等
を
試
算
す
る
と
、

１
日
７
、８
人
程
度
の
患
者
確

保
が
必
要
で
あ
る
が
、
現
況
で

は
こ
の
患
者
数
確
保
は
困
難
で

あ
り
、
採
算
性
は
求
め
ら
れ
な

い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
最

新
医
療
機
器
の
導
入
に
よ
る
医

療
の
質
の
向
上
は
地
域
住
民
の

期
待
と
信
頼
を
得
る
も
の
で
あ

り
、
特
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
│
Ｃ
Ｔ
に
つ

い
て
は
他
の
医
療
提
供
に
も
多

大
な
相
乗
効
果
を
も
た
ら
す
こ

と
か
ら
、
病
院
経
営
全
体
の
中

で
評
価
す
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
る
。

西
田
正
人
（
関
連
質
問
）

問　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
に
つ
い

て
、
業
務
上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
し

ば
し
ば
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
い
っ
た
措

置
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
（
総
務
部
長
）
平
成
17
年

１
月
か
ら
12
月
の
間
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
を
実
施
し
て
い
る
窓

口
業
務
に
関
す
る
苦
情
は
32
件

で
、
こ
の
う
ち
重
大
な
も
の
と

し
て
是
正
措
置
を
講
じ
た
の
は

６
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
苦
情

に
つ
い
て
は
、
向
上
改
善
会
議

を
開
き
、
原
因
を
究
明
し
た
上

で
、
是
正
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
再
発
を
防
止
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を

実
施
し
て
い
る
窓
口
課
で
情
報

の
共
有
を
行
い
、
同
様
な
事
例

が
発
生
し
な
い
よ
う
適
切
な
措

置
を
事
前
に
講
ず
る
な
ど
、
予

防
措
置
も
行
っ
て
い
る
。

中
島
規
夫
（
関
連
質
問
）

問　

市
民
公
募
債
、
い
わ
ゆ
る

ミ
ニ
公
募
債
を
、
平
成
18
年
度

以
降
発
行
す
る
考
え
が
あ
る
の

か
。
ま
た
募
集
の
時
期
、
対
象

事
業
、
額
等
に
つ
い
て
市
長
に

伺
う
。

答　
（
市
長
）
18
年
度
中
に
は

ミ
ニ
公
募
債
を
発
行
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
時
期
は
秋
ご
ろ

ま
で
年
度
前
半
で
、
事
業
は
住

民
の
関
心
が
高
い
も
の
で
、
償

還
は
５
年
で
満
期
一
括
償
還
、

最
低
購
入
額
は
10
万
程
度
、
購

入
限
度
額
は
２
０
０
万
程
度
を

検
討
し
て
い
る
。
今
後
具
体
的

な
事
業
内
容
を
特
定
し
て
公
募

を
検
討
し
て
い
る
。
規
模
は
、

３
億
円
か
ら
５
億
円
程
度
の
初

発
の
ミ
ニ
公
募
債
を
手
が
け
た

い
と
考
え
て
い
る
。
公
募
債
が

市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
一
つ
の

き
ず
な
に
な
る
と
考
え
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

湯
口
史
章
（
関
連
質
問
）

問　

江
山
浄
水
場
膜
ろ
過
施
設

建
設
の
前
澤
工
業
の
指
名
停
止

処
分
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
（
水
道
事
業
管
理
者
）　

今
回
の
事
件
を
踏
ま
え
、技
術
、

コ
ス
ト
、
法
令
遵
守
に
つ
い
て

見
極
め
、
事
業
実
施
を
図
っ
て

い
く
。
本
契
約
の
締
結
に
向
け

て
前
澤
工
業
株
式
会
社
へ
は
、

事
件
内
容
、
同
社
の
考
え
方
や

対
応
状
況
に
つ
い
て
聞
き
取
り

を
行
っ
た
。
一
方
、
オ
ル
ガ
ノ

株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
協
定

解
除
権
を
適
用
し
た
場
合
、
１

社
単
独
で
の
施
工
能
力
が
あ
る

か
、
実
績
、
施
工
体
制
等
か
ら

調
査
し
３
月
中
旬
を
目
途
に
結

論
を
出
す
。
こ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
事
業
の
円
滑
な
進
捗
を
図

り
た
い
。
仮
に
契
約
締
結
者
が

１
社
に
な
っ
て
も
、
膜
ろ
過

施
設
の
完
成
ま
で
の
工
程
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す

る
。

有
松
数
紀
（
関
連
質
問
）

問　

中
山
間
地
域
で
は
空
き
家

が
増
え
て
い
る
。
倒
壊
し
た
建

物
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
今
後

予
測
さ
れ
、
集
落
内
の
環
境
や

居
住
ま
い
を
考
え
る
と
行
政
と

し
て
の
空
き
家
対
策
に
一
定
の

１. 市長の行財政運営の基本姿勢について
２. 職員給与について
３. ＩＳＯ9001について
４. 総合支所空きスペースの活用について
５. 市民公募債の発行について
６. 第 8次総合計画とまちづくりについて
７. 危機管理について
８. 鳥取市自治連合会の統一について
９. 過疎地域に対する特別な政策配慮について
10. 介護保険料改定について
11. 観光行政と観光コンベンション協会との
　　連携について
12. 大雪における過疎・辺地地区への対応に
　　ついて
13. 農業政策について
14. 除雪について
15. 建築確認審査について

16. 生活バス路
　　線の確保に
　　ついて
17. 農業集落排
　　水等の施設
　　について
18. 食農教育の
　　推進につい
　　て
19. 教育問題について
20. 地区公民館職員の増員について
21. 学童の通学時の安全について
22. 投票所の見直しについて
23. 農地の耕作放棄対策について
24. ＰＥＴ - ＣＴ導入について
25. 水道局職員の給与について
26. 江山浄水場膜ろ過施設建設について

清 和 会清 和 会

代表質問に立つ
岡田浩四郎議員

　

今
期
定
例
会
で
は
、
３
月
９
日
か
ら
17
日
ま
で
の

休
会
日
を
除
く
６
日
間
に
わ
た
り
、
各
会
派
が
市
政

全
般
に
つ
い
て
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
紙
で
は
、
代
表
質
問
の
項
目
と
、
関
連
質
問
を

含
め
て
、
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
項

目
に
つ
い
て
の
質
問
・
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　

議
事
録
の
全
文
は
、市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
５
月

下
旬
以
降
）で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

清和会 2Ｐ～3Ｐ
こう風 4Ｐ～5Ｐ
新政会 5Ｐ～6Ｐ
公明党 7Ｐ
民世会 7Ｐ～8Ｐ
市政改革クラブ 8Ｐ
共産党 9Ｐ
市民クラブ 9Ｐ

代 表 質 問

Ｐ
Ｅ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
導
入

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
に

つ
い
て

市
民
公
募
債
の
発
行

浄
水
場
建
設

中
山
間
地
域
の
空
き
家

対
策
に
つ
い
て
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市
の
相
談
員
が
共
同
の
研
修
会

を
持
つ
な
ど
、
相
談
員
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
十
分
な
配
慮
を
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
無
料
法

律
相
談
や
市
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
総
合
相
談
の
窓
口
な
ど
も

あ
り
、
消
費
生
活
相
談
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
県
・

市
の
連
携
等
の
中
で
取
り
扱
っ

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

松
本
信
光
（
関
連
質
問
）

問　

夢
の
あ
る
鳥
取
市
の
発
展

に
は
観
光
の
振
興
が
大
き
な
役

割
を
持
っ
て
お
り
、
観
光
鳥
取

に
向
け
強
烈
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必

要
と
感
じ
る
が
、
市
長
の
考
え

を
伺
う
。

答
（
市
長
）
か
ね
て
か
ら
観

光
戦
略
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
会

議
と
い
う
も
の
を
本
市
と
鳥
取

商
工
会
議
所
、
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
で
持
っ
て
お
り
、

そ
の
中
で
観
光
大
学
が
具
体
化

し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

今
後
に
大
き
な
効
果
を
及
ぼ
す

も
の
と
考
え
て
い
る
。
鳥
取
ら

し
さ
を
生
か
し
た
観
光
と
い
う

こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

ふ
る
さ
と
の
誇
り
が
市
民
の

心
の
中
に
し
っ
か
り
と
宿
っ
て

い
く
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
こ

と
が
観
光
の
面
で
も
重
要
で
あ

り
、
今
後
生
か
し
て
い
き
た
い
。

上
杉
栄
一
（
関
連
質
問
）

問　

企
業
誘
致
策
と
し
て
、
大

阪
事
務
所
の
取
り
組
み
や
関
東

圏
、
中
京
圏
、
関
西
圏
へ
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
等
の
設
置
に

よ
る
積
極
的
な
展
開
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
長
の
所
見
を

伺
う
。

答　
（
市
長
）
市
長
就
任
以
来
、

大
変
重
要
な
課
題
だ
と
思
っ
て

お
り
、
企
業
誘
致
に
関
連
し
て

い
ろ
い
ろ
懇
談
の
機
会
を
持
つ

な
ど
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
主
に

県
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
が
、
本
市
は
、
職
員
を
常
駐

さ
せ
る
な
ど
、
大
阪
に
一
つ
の

足
が
か
り
を
設
け
て
お
り
、
今

後
、
各
地
域
の
県
出
身
の
熱
心

な
方
と
運
営
方
法
や
立
地
条
件

と
か
を
詰
め
て
い
き
、
次
の
段

階
で
は
大
阪
事
務
所
の
そ
れ
ま

で
の
成
果
、
あ
る
い
は
費
用
対

効
果
を
吟
味
し
て
さ
ら
な
る
展

開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

河
越
良
二
（
関
連
質
問
）

問　

鳥
取
城
と
鳥
取
西
高
の
整

備
の
整
合
性
、
及
び
史
跡
整
備

と
し
て
の
鳥
取
城
の
建
築
形
態

に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
市
長
）

鳥
取
西
高
の

建
て
替
え

は
、
史
跡
の

整
備
と
共
存

す
る
形
で
、

景
観
に
も
配

慮
し
た
適
切

な
改
築
が
行

わ
れ
る
と
理

解
を
し
て
い

る
。

（
教
育
長
）

昔
な
が
ら
の

工
法
と
鳥
取

の
材
料
と
い

う
、
可
能
な
限
り
忠
実
な
建
物

を
、
忠
実
な
材
料
で
、
忠
実
な

工
法
に
よ
っ
て
復
元
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
実
際
に

建
築
材
料
の
多
く
は
鳥
取
産
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
復
元
事
業
を
本
市

の
伝
統
技
術
の
継
承
と
復
活
に

つ
な
げ
る
工
夫
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
間
接
的
に
は
本
市
の

文
化
の
向
上
に
は
か
り
知
れ
な

い
効
果
を
生
み
出
す
も
の
と
思

わ
れ
る
。

山
下
武
雄
（
代
表
質
問
）

問　

鳥
取
市
長
と
し
て
の
基
本

理
念
と
政
治
信
条
、
及
び
鳥
取

市
政
の
基
本
課
題
は
何
か
、
市

長
の
所
信
を
伺
う
。

答　
（
市
長
）
ふ
る
さ
と
鳥
取

市
を
山
陰
一
の
都
市
に
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
「
市
民
の

立
場
に
立
つ
」「
市
民
生
活
を

大
切
に
す
る
」「
ま
ち
に
魅
力

と
活
力
を
」
を
政
治
信
念
と
し

て
き
た
。
市
民
と
の
協
働
に
よ

り
、
地
方
自
治
新
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
自
立
し
た
都
市
実
現

の
た
め
、
①
新
市
の
一
体
感
と

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域
づ
く

り
、
②
新
た
な
産
業
振
興
、
観

光
振
興
の
取
り
組
み
に
よ
る
地

新政会新政会
1. 政治姿勢について
2. 財政問題について
3. 国勢調査から見た地域別人口動態と定住化対
　策の取り組みについて
4. 中心市街地対策について
5. 中国横断自動車道姫路鳥取線の開通に向けた
　対応について
6. 県立美術館の建設提言について
7. 中国電力市街地変電所問題について
8. 障害者自立支援法について
9. 介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画につ
　いて
10. 医療制度改革と「療養病床」の削減問題につ
　　いて
11. 中国横断自動車道路姫路鳥取線の開通と博覧
　　会の開催構想について
12. 鳥取しゃんしゃん祭の見直し計画について

13. 観光型式の見直しにつ
　　いて
14. 鳥取砂丘整備構想の具
　　体化について
15. 今春高等学校卒業生の
　　就職状況について
16. 農業問題について
17. 豪雪対策について
18. 路線バスの運行確保に
　　ついて
19. ごみ処理場（新清掃工場）の建設計画に　　
　　ついて
20. 学校教育問題について
21. 鳥取城の復元計画について
22. 江山浄水場建設事業について
23. 地域中核病院の役割について
24. 投票率の向上と投票所の削減について

新政会新政会

代表質問に立つ
山下武雄議員

観
光
振
興
対
策

に
つ
い
て

企
業
誘
致
策

に
つ
い
て

鳥
取
城
建
設

に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢 鳥取城の古写真
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房
安　

光
（
代
表
質
問
）

問　

第
８
次
総
合
計
画
と
平
成

18
年
度
予
算
を
策
定
さ
れ
た
現

在
、
自
身
の
評
価
を
踏
ま
え
、

今
の
心
境
と
二
期
目
を
目
指
す

決
意
を
伺
う
。

答　
（
市
長
）
夢
が
あ
り
、
誇

り
り

り
の
も
て
る
、
そ
し
て
活
力
の

あ
る
20
万
都
市
鳥
取
を
実
現
す

る
た
め
の
設
計
図
と
も
言
う
べ

き
新
し
い
総
合
計
画
を
提
案
し

た
。
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
極

め
て
重
要
な
計
画
で
あ
る
総
合

計
画
は
、
合
併
後
初
め
て
の
計

画
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
を
踏
ま
え
、
理
念

と
実
践
に
お
け
る
継
続
性
、
一

貫
性
を
高
め
な
が
ら
こ
れ
か
ら

の
実
践
に
当
た
り
た
い
。今
後
、

新
た
な
決
意
を
持
ち
、
市
民
の

皆
様
と
よ
り
深
い
連
携
・
協
働

の
も
と
で
本
市
の
発
展
の
た
め

に
命
が
け
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

鶴
巻　

順
（
関
連
質
問
）

問　

外
郭
団
体
の
運
営
及
び
改

革
に
つ
い
て
、
鳥
取
市
外
郭
団

体
経
営
評
価
の
厳
し
い
評
価
を

受
け
、
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　
（
市
長
）
外
部
の
監
査
法

人
に
よ
り
、
鳥
取
市
の
外
郭
団

体
の
経
営
評
価
を
正
式
に
行
っ

て
い
る
。
経
営
評
価
の
結
果
な

ど
を
受
け
、
外
郭
団
体
の
運
営

及
び
改
革
に
関
す
る
計
画
を
推

進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
今

後
、
本
市
と
し
て
も
予
算
措
置

や
、
市
場
化
テ
ス
ト
の
よ
う
な

考
え
方
も
導
入
し
な
が
ら
積
極

的
に
外
郭
団
体
の
改
革
を
促
進

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
外
郭

団
体
と
本
市
と
の
間
で
外
郭
団

体
連
絡
調
整
会
議
等
も
設
け
て

お
り
、
調
整
会
議
を
本
市
が
主

導
で
運
営
す
る
中
で
改
革
を
進

め
て
い
き
た
い
。

中
西
照
典
（
関
連
質
問
）

問　

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
は
、

市
民
・
県
民
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
で
あ
り
、
他
施
設
と
同

様
に
公
共
で
設
置
す
る
義
務
が

あ
る
。
例
え
ば
ご
み
焼
却
場
の

附
属
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
建

設
し
、
指
定
管
理
者
制
度
等
を

導
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
思

う
が
、教
育
長
の
所
見
を
伺
う
。

答　
（
教
育
長
）
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
場
の
重
要
性
は
十
分

認
識
し
て
い
る
が
、
現
在
の
市

の
状
況
に
お
い
て
建
設
に
向
か

う
の
は
相
当
困
難
で
あ
る
。
県

下
に
全
く
ス
ケ
ー
ト
場
が
な
い

と
い
う
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
は

全
県
的
な
課
題
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
、
県
に
対
し
て
要

望
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
連
盟
等
と
も
、

話
し
合
い
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

松
田
重
実
（
関
連
質
問
）

問　

全
学
を
挙
げ
て
学
生
確
保

に
力
を
尽
く
し
て
お
ら
れ
る
が
、

平
成
16
年
以
降
定
員
を
下
回
り
、

平
成
17
年
度
に
は
、
定
員
に
対

し
て
入
学
者
は
予
定
を
大
幅
に

下
回
っ
て
い
る
。
行
政
と
し
て
、

入
学
者
の
対
策
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
（
企
画
推
進
部
長
）
受
験

生
、
入
学
生
が
減
っ
た
要
因
と

し
て
、
近
年
全
国
の
大
学
で
環

境
と
名
の
つ
く
学
部
・
学
科
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
、授
業
料
、

交
通
の
便
が
悪
い
、
な
ど
で
あ

る
と
分
析
し
て
い
る
。
融
資
制

度
を
活
用
し
た
書
店
等
の
出
店

に
対
す
る
支
援
、
ま
た
、
県
と

連
携
し
て
県
立
高
校
へ
の
働
き

か
け
な
ど
を
重
点
的
に
や
っ
て

い
く
必
要
も
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
県
と
も
よ
く
協
議
し
て
学

生
の
確
保
対
策
に
向
け
た
話
し

合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

森
本
正
行
（
関
連
質
問
）

問　

今
後
の
政
策
運
営
に
当

た
っ
て
、
よ
り
広
く
市
民
の
意

見
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
市
役

所
に
働
く
職
員
の
皆
さ
ん
と
の

対
話
を
し
て
「
三
方
良
し
」
と

い
う
考
え
方
で
の
事
業
展
開
を

願
う
が
、市
長
の
所
見
を
伺
う
。

答　
（
市
長
）
よ
り
広
範
囲
な

方
々
に
お
話
を
聞
い
た
り
、
職

員
と
も
市
長
と
職
員
と
い
う
関

係
ば
か
り
で
は
な
く
て
納
税
者

な
り
市
民
と
い
う
関
係
で
の
幅

広
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

努
め
て
い
き
た
い
。
異
な
る

意
見
が
あ
る
と
き
に
、
双
方
に

と
っ
て
、
そ
し
て
地
域
に
と
っ

て
も
よ
い
解
決
策
・
方
向
性
は

な
い
か
と
い
う
の
が
三
方
良
し

の
発
想
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

市
政
の
中
に
生
か
す
べ
く
自
分

を
磨
き
、
知
識
、
経
験
、
情
報

を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
的

確
な
行
政
運
営
に
努
め
た
い
。

入
江
順
子
（
関
連
質
問
）

問　

認
知
症
高
齢
者
な
ど
を
対

象
と
す
る
悪
質
商
法
が
増
加
し

て
お
り
、
専
門
の
消
費
生
活

相
談
員
が
常
時
市
民
の
相
談
に

当
た
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

答　
（
市
長
）
現
在
、
県
の
東

部
消
費
生
活
相
談
室
と
も
連

携
を
と
り
な
が
ら
「
く
ら
し

一
一
〇
番
」
で
相
談
を
受
け
付

け
て
い
る
。
県
の
東
部
消
費
生

活
相
談
室
は
消
費
生
活
相
談
員

３
人
が
勤
務
し
て
お
り
、
県
・

こう風こう風
1. 市政執行4年の総括と8次総、平成18      
　年度予算に対する市長の理念・評価、地
　域間競争について
2. 平成 18年度予算と三位一体改革による
　財政運営の変化について
3.8 次総の実施計画について
4. 定員適正化計画について
5. 本市の男女共同参画の取り組みについて
6. 行財政改革について
7. 過疎バス対策について
8. 本市における心の問題について
9. 高齢者の安全対策及び入院対策について
10. 鳥取環境大学の現状と課題について
11. 本市の消費者支援の取り組みについて
12. 本市の市民活動支援の取り組みについて
13. アイススケート場について
14. 鳥取市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計

　　画について
15. 観光振興対
　　策について
16. 企業誘致に
　　ついて
17. 農業ビジネ
　　ススクール
　　基本構想に
　　ついて
18. 本市における食育基本法の取り組
　　みについて
19. 駅北口の都市整備について
20. 環境政策について
21. 義務教育における本市の自覚につ
　　いて
22. 鳥取城建設について
23. 浄水場建設について

こう風こう風

代表質問に立つ
房安　光議員

二
期
目
を
目
指
す

市
長
の
決
意

行
財
政
改
革

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
の

閉
鎖
と
建
設
の
見
通
し

鳥
取
環
境
大
学
の

現
状
と
課
題

第
８
次
総
合
計
画

実
施
計
画

消
費
者
支
援
の

取
り
組
み

とっとり市議会だより　No.132　 4   



桑
田
達
也
（
代
表
質
問
）

問　

深
刻
な
財
政
難
の
中
、
従

来
の
歳
出
削
減
一
辺
倒
か
ら
一

歩
踏
み
込
み
、
本
市
自
ら
の

営
業
展
開
で
得
た
収
入
で
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
と
い
う

積
極
的
な
姿
勢
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

答　
（
市
長
）
行
財
政
改
革
は

経
費
の
削
減
ば
か
り
で
な
く

増
収
策
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
１
０
０
円
バ
ス
等
に
広

告
を
導
入
し
て
補
助
金
の
額
を

減
ら
す
取
り
組
み
も
し
て
き
た

が
、
新
た
に
鳥
取
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
一
部
に
バ
ナ
ー
広
告

を
導
入
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
遊
休
地
と
し
て
市
が
保
有

す
る
土
地
の
売
却
を
進
め
る
な

ど
、
増
収
策
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
気
が
つ
い
て
い
て
も
十

分
に
で
き
て
い
な
い
点
を
し
っ

か
り
取
り
組
み
た
い
。

田
村
繁
已
（
関
連
質
問
）

問　

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
、

慎
重
か
つ
適
切
な
配
慮
が
必
要

で
あ
る
が
、
教
育
活
動
が
阻
害

さ
れ
る
よ
う
な
過
剰
な
反
応
が

あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
教
職
員
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
の
共
通
理
解
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
専
門
的
な
立

場
か
ら
研
修
会
や
講
演
な
ど
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
（
教
育
長
）
個
人
情
報
の

保
護
に
つ
い
て
は
、
き
っ
ち
り

と
ハ
ー
ド
面
は
整
備
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
過
剰
反
応
に
つ
い
て

は
、
何
で
も
個
人
の
情
報
は
出

し
て
は
け
な
い
と
い
う
の
で
は

な
く
、
許
可
を
得
て
使
う
と
い

う
ル
ー
ル
を
踏
ま
え
た
運
用
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
専
門

的
な
立
場
か
ら
の
研
修
会
等
も

行
っ
て
、
正
し
い
個
人
情
報
の

管
理
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
て

い
き
た
い
。

谷
口
秀
夫
（
関
連
質
問
）

問　

介
護
予
防
の
必
要
な
特
定

高
齢
者
の
決
定
に
つ
な
が
る
候

補
者
選
び
と
い
う
段
階
に
お

い
て
、
客
観
的
か
つ
適
切
に

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

答　
（
福
祉
保
健
部
長
）
基
本

健
康
診
査
で
は
「
は
い
」「
い

い
え
」
と
記
入
い
た
だ
き
、
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
も
と
に

必
要
に
応
じ
て
行
う
血
清
ア
ル

ブ
ミ
ン
検
査
や
、

病
歴
、
問
診
の

状
況
等
か
ら
健
診

担
当
医
が
総
合
的

に
判
断
す
る
。
そ

れ
以
外
で
も
看
護

師
、
介
護
支
援
専

門
員
な
ど
専
門
職

が
い
る
場
所
で
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
記
入
と
本
人

や
家
族
か
ら
の
聞

き
取
り
を
行
う
こ

と
か
ら
、
特
定
高
齢
者
候
補
選

び
の
段
階
に
お
い
て
も
客
観
的

か
つ
適
切
な
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

武
田
え
み
子
（
関
連
質
問
）

問　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
具
体
例
で
、

こ
れ
は
ど
う
か
な
と
思
う
こ
と

が
あ
る
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

つ
い
て
の
市
長
の
考
え
方
を
伺

う
。

答　
（
市
長
）
生
物
学
的
な
男

女
の
性
別
に
対
し
て
、
社
会
的

な
通
念
や
習
慣
に
よ
る
性
別
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
が
、
男

女
共
同
参
画
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ

リ
ー
で
と
ら
え
る
と
、
生
物
学

的
な
性
別
や
男
女
の
区
別
を
否

定
し
た
り
、
伝
統
行
事
や
社
会

的
役
割
の
男
女
の
存
在
を
否
定

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
行

き
過
ぎ
た
考
え
方
で
は
な
く
、

男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
は
認
め

な
が
ら
、
一
人
一
人
が
社
会
の

中
で
、
地
域
の
中
で
、
家
庭
の

中
で
、
職
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
や
能
力
を
生
か
し
て
尊
重

さ
れ
な
が
ら
活
動
で
き
る
男
女

共
同
参
画
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

両
川
洋
々
（
代
表
質
問
）

問　

幼
保
一
元
化
と
待
機
児
童

の
解
消
を
目
指
し
導
入
さ
れ
る

公明党公明党
1. 平成 18 年度予算編成に
　ついて
2. 第 4次行財政改革大綱に
　ついて
3. 第 8次総合計画について
4.1 期 4 年の総括と課題に
　ついて
5. 危機管理と迅速な対応に       
　ついて
6.「男女共同参画都市とっと
　り」の実現について
7. 人に優しいまちづくりに
　ついて
8. チャイルドファーストに
　ついて
9. 国際交流と経済の活性化
　について
10.「快適環境都市・鳥取」が

　　めざす環境政策について
11. 文化財の保存と活用につ
　　いて
12. 農業の振興について
13. 教育環境の整備について
14. 水源の保全について
15. 地域がん診療拠点病院に
　　ついて

公明党公明党

代表質問に立つ
桑田達也議員

民世会民世会
1. 新年度予算について
2. 選挙について
3. 安心・安全のまちづくりについて
4. バス路線への補助制度見直しについて
5. 東部のごみ焼却施設について
6. 認定子ども園の設置について

7. 観光行政について
8. 農業問題について
9. 教育問題について
10. 病院問題について
11. 中電変電所問題について

民世会民世会

代表質問に立つ
両川洋々議員

自
治
体
の

企
業
広
告
収
入

学
校
に
お
け
る

個
人
情
報
の
取
り
扱
い

介
護
保
険
制
度

の
改
革

男
女
共
同
参
画

認
定
こ
ど
も
園
に

つ
い
て

市ホームページにバナー広告を導入
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域
経
済
の
活
性
化
、
③
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
充
実
強
化
、
④
徹
底

し
た
行
財
政
改
革
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
基
本
課
題

と
考
え
て
い
る
。

𠮷
田
博
幸
（
関
連
質
問
）

問　

療
養
病
床
削
減
の
背
景
に

は
、
老
人
医
療
費
が
無
料
に

な
っ
て
か
ら
の
問
題
が
あ
る

が
、
今
回
の
医
療
改
革
を
予
想

で
き
な
か
っ
た
か
、
ま
た
、
今

後
療
養
病
床
を
設
置
し
た
と

き
、
患
者
負
担
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
伺
う
。

答
（
市
長
）
さ
か
の
ぼ
っ
て

の
議
論
は
難
し
い
が
、
療
養
型

病
床
に
対
す
る
代
替
的
な
機
能

を
有
す
る
在
宅
療
養
支
援
診
療

所
も
今
後
実
施
さ
れ
る
。
大
き

な
医
療
制
度
改
革
の
流
れ
の
中

で
、
地
域
の
医
療
体
制
と
し
て

対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

（
病
院
事
業
管
理
者
）
患
者
負

担
は
、
条
件
設
定
に
よ
り
違
う

が
、
医
療
保
険
適
用
の
療
養
病

床
の
試
算
で
、
平
成
18
年
の

診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
居
住
費

な
ど
が
自
己
負
担
と
な
り
、
月

３
万
円
以
上
ア
ッ
プ
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

高
見
則
夫
（
関
連
質
問
）

問　

学
力
低
下
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
本
市
の
学
力
の
実

態
、
及
び
平
成
18
年
度
の
方
向

性
と
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
（
教
育
長
）
県
教
育
委
員

会
の
基
礎
学
力
調
査
に
よ
る

と
、
本
市
の
小
・
中
学
生
の
正

答
率
は
全
体
と
し
て
良
好
、
ま

た
は
お
お
む
ね
良
好
と
な
っ

て
い
る
が
、
個
別
に
見
る
と
教

科
に
よ
る
ば
ら
つ
き
、
学
校

間
・
地
域
間
の
格
差
が
あ
る
な

ど
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
本
年
よ
り
学
力
向
上
推

進
委
員
会
を
設
置
し
、
本
市
の

学
力
の
向
上
策
を
検
討
し
て
い

る
。
18
年
度
は
、
小
・
中
学
校

連
携
学
力
向
上
研
究
指
定
校
の

事
業
、
学
校
支
援
職
員
配
置
事

業
を
行
い
、
委
員
会
の
提
言
を

さ
ら
に
実
効
あ
る
も
の
と
し
て

生
か
し
て
い
き
た
い
。

村
山
洋
一
（
関
連
質
問
）

問　

制
度
の
見
直
し
に
よ
り
新

設
さ
れ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
の
総
合
的
な

高
齢
者
支
援
機
関
と
言
わ
れ
る

が
、
そ
の
役
割
と
位
置
づ
け
及

び
配
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
（
市
長
）
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、①
要
支
援
１
・
２

の
方
及
び
虚
弱
高
齢
者
に
対
す

る
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
、
②
高
齢
者
の
実
態
把
握

や
虐
待
へ
の
対
応
な
ど
を
含
む

総
合
的
な
相
談
支
援
と
権
利
擁

護
、
③
継
続
的
な
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
を
支
援
す
る
た
め
の
民
間

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
関
係
機

関
と
の
連
携
業
務
を
担
う
、
介

護
予
防
地
域
ケ
ア
の
中
核
的
な

拠
点
に
な
る
。
本
市
で
は
、
市

内
３
カ
所
に
配
置
を
し
、
民
間

事
業
所
か
ら
の
出
向
等
で
人
材

を
確
保
し
な
が
ら
、
本
市
が
設

置
主
体
と
な
り
、
官
民
共
同
型

で
の
運
営
を
予
定
し
て
い
る
。

国
富
三
郎
（
関
連
質
問
）

問　

姫
鳥
線
の
開
通
に
向
け
た

各
種
の
企
画
に
つ
い
て
、
こ
れ

か
ら
の
鳥
取
市
を
担
う
若
い
市

民
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

答　
（
市
長
）
地
域
の
中
で
市

民
と
行
政
が
協
働
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
各

界
・
各
層
の
意
見
を
踏
ま
え
る

取
り
組
み
が
あ
る
が
、
と
も
す

れ
ば
若
い
方
の
意
見
を
積
極
的

に
取
り
上
げ
る
と
い
う
意
識
的

な
努
力
が
欠
け
て
い
た
面
も
あ

る
。
若
者
の
意
見
を
取
り
上
げ

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

若
者
の
政
治
離
れ
、
行
政
不
信

と
い
っ
た
こ
と
が
言
わ
れ
る
中

で
、
改
め
て
政
治
参
加
を
求
め

る
面
、
あ
る
い
は
地
域
へ
の
関

心
、地
域
へ
の
参
加
を
促
す
面
、

両
面
か
ら
考
え
て
積
極
的
に
取

り
組
み
た
い
と
思
う
。

橋
尾
泰
博
（
関
連
質
問
）

問　

地
方
都
市
の
ド
ー
ナ
ツ
化

現
象
は
著
し
く
、
旧
市
街
地

の
人
口
は
激
減
し
て
い
る
。
に

ぎ
わ
い
を
つ
く
る
の
は
人
で
あ

り
、
人
が
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い

く
。
積
極
的
な
定
住
促
進
事
業

の
実
施
を
求
め
る
も
の
で
あ
る

が
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

答　
（
市
長
）
中
心
市
街
地
活

性
化
の
中
で
居
住
人
口
を
増
や

す
こ
と
が
大
変
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
都
市
整
備
部
長
）
中
心
市
街

地
活
性
化
問
題
に
連
動
さ
せ
た

住
宅
政
策
の
一
環
と
し
て
、
民

間
賃
貸
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
助
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
新
年
度
に
は
築
10
年
以

上
で
現
在
空
き
家
と
な
っ
て
い

る
賃
貸
住
宅
の
改
修
費
助
成
事

業
も
予
算
化
し
て
い
る
。
中
心

市
街
地
の
空
き
家
対
策
に
も
効

果
が
あ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。

本
多
達
郎
（
関
連
質
問
）

問　

自
立
支
援
法
に
よ
る
認
定

審
査
会
は
障
害
者
の
実
情
に
通

じ
た
者
が
委
員
と
し
て
選
ば
れ

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市

長
と
し
て
ど
う
理
解
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
社
会
資
源
の
規
制

緩
和
に
お
け
る
公
民
館
や
学
校

に
理
解
を
得
る
方
策
を
伺
う
。

答　
（
市
長
）
審
査
会
委
員
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
医
師
、

障
害
福
祉
施
設
な
ど
に
勤
務
経

験
を
有
し
、
相
応
の
資
格
、
識

見
を
有
す
る
方
を
お
願
い
す
る

予
定
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
３
障

害
の
特
性
を
理
解
し
て
い
る
委

員
に
よ
り
、
障
害
の
実
情
を
理

解
し
た
上
で
の
判
定
が
い
た
だ

け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
教
育
長
）
教
室
や
公
民
館
等

活
用
の
規
制
緩
和
の
趣
旨
に
は

大
い
に
同
感
で
あ
り
、
関
係
機

関
と
十
分
調
整
を
図
り
な
が
ら

判
断
し
て
い
き
た
い
。

療
養
病
床

学
力
向
上
対
策

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

姫
鳥
線
開
通

イ
ベ
ン
ト

定
住
化
対
策

障
害
者
自
立
支
援
法

来庁者の相談に応じる
鳥取中央地域包括支援センター
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角
谷
敏
男
（
代
表
質
問
）

問　

来
年
度
予
算
編
成
の
事
業

の
優
先
度
、
緊
急
度
に
つ
い
て

市
長
に
伺
う
。

答　
（
市
長
）
行
財
政
改
革
の

成
果
を
十
分
に
反
映
さ
せ
財
政

再
建
を
確
実
に
進
め
、
第
８
次

総
合
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
展

開
し
、
20
万
都
市
づ
く
り
前
進

予
算
と
し
て
編
成
に
努
め
た
。

当
然
、
事
業
の
緊
急
性
、
地
域

の
実
情
、
事
業
の
効
果
、
熟
度
、

有
利
財
源
の
確
保
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
予
算
化
を
図
っ
て
い

る
。

　

地
域
の
実
情
に
つ
い
て
十
分

担
当
部
局
も
把
握
を
し
て
対
応

を
考
え
て
き
た
が
、
改
め
て
確

認
は
し
た
い
。
予
算
措
置
や
緊

急
の
対
応
は
、
出
て
き
た
時
点

で
検
討
を
し
、
緊
急
度
が
非
常

に
高
い
も
の
は
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
他
の
事
業
を
後
回
し

に
し
て
も
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

村
口
英
子
（
関
連
質
問
）

問　

生
涯
健
康
都
市
の
実
現
に

つ
い
て
、
健
診
制
度
は
合
併
後

後
退
し
て
い
る
と
考
え
る
が
市

長
に
伺
う
。

答　
（
市
長
）
生
涯
健
康
都
市

の
実
現
に
向
け
、
新
し
い
元

気
プ
ラ
ン
、
ま
た
介
護
予
防
に

力
を
入
れ
る
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
し
、
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
健
診
に
つ
い
て
も

対
象
者
拡
大
等
の
取
り
組
み
も

行
っ
て
お
り
、
８
次
総
に
も
盛

り
込
ん
で
生
涯
健
康
都
市
の
実

現
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

（
福
祉
保
健
部
長
）
合
併
後
、

基
本
健
診
の
対
象
者
の
拡
大

や
自
己
負
担
金
の
軽
減
、
子
宮

が
ん
検
診
対
象
者
の
拡
大
な

ど
、
検
診
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
が
、
今
後
も
国
の
指
針
を
踏

ま
え
、
県

や
医
師
会

と
連
携
を

と
り
な
が

ら
効
果
的

な
健
診
体

制
を
考
え

て
い
き
た

い
。

森
田
紘
一
郎
（
代
表
質
問
）

問　

賀
露
地
区
の
鶏
糞
悪
臭
に

つ
い
て
、
快
適
・
環
境
都
市
を

目
指
す
に
は
最
重
要
課
題
と
考

え
る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　
（
市
長
）
賀
露
の
悪
臭
問

題
に
つ
い
て
は
地
元
、
行
政
、

関
係
者
が
一
体
と
な

り
、
取
り
組
み
を
強

化
し
て
き
て
い
る
。

対
応
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
は
行
政
と

事
業
者
の
間
で
行
っ

て
き
た
が
、
さ
ら
に

地
元
を
含
め
た
３
者

で
の
話
し
合
い
を
行

い
、
そ
し
て
引
き
続

き
事
業
者
に
最
善
の

努
力
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

（
農
林
水
産
部
長
）
12
月
以
降

の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

え
さ
に
混
ぜ
る
消
臭
資
材
が
、

県
の
研
究
所
で
効
果
が
確
認
さ

れ
た
。
今
後
も
県
、
市
が
共
同

し
、
業
者
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

佐
々
木
紘
一
（
関
連
質
問
）

問　

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

の
実
現
の
た
め
に
行
政
は
何
を

す
べ
き
か
、
ま
た
更
生
保
護
の

活
動
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

答　
（
市
長
）
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、

本
市
で
も
安
心
で
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
更

生
保
護
の
取
り
組
み
も
非
常
に

大
切
で
あ
り
、
保
護
司
会
、
更

生
保
護
女
性
会
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
等

の
方
々
が
、
犯
罪
を
犯
し
た
人

の
更
生
を
支
援
し
、
犯
罪
や
非

行
の
未
然
防
止
活
動
も
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
活
動
は
大
変
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本

市
と
し
て
も
鳥
取
地
区
保
護
司

会
に
活
動
拠
点
の
提
供
や
、
活

動
費
の
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
行
政
は
何
が
で
き
る
か
に

つ
い
て
、こ
の
質
問
を
契
機
に
、

具
体
的
な
検
討
を
関
係
者
等
の

話
し
合
い
な
ど
も
進
め
て
、
考

え
方
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
７
Ｐ
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
一
般

質
問
タ
イ
ト
ル
「
学
校
不
適
応
・
発
育
障

害
」
は
誤
っ
た
表
現
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

※
正
し
く
は
「
発
達
障
害
」
で
す
。

共産党共産党
1. 来年度予算と行財政改革
　について
2. 第 8次総合計画について
3. 中電変電所建設について
4. 循環型社会形成について

5. アスベスト除去対策
　について
6. 下水処理施設工事に
　ついて

共産党共産党

代表質問に立つ
角谷敏男議員

市民クラブ市民クラブ
1. 中心市街地活性化策について
2. 地区・町区活動費について
3. 美術館の設置について
4. 更生保護事業と犯罪の発生に
　ついて

5. しゃんしゃん祭の日程につ
　 いて
6. 物産観光センターについて
7. 賀露地区等鶏糞悪臭について
8. 路線バス維持対策について

市民クラブ市民クラブ

代表質問に立つ
森田紘一郎議員

予
算
編
成

鶏
糞
悪
臭
対
策

更
生
保
護
活
動

健
診
制
度

市内を巡回する検診車両

社会を明るくする運動啓発パレード
（昨年の様子）
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「
認
定
子
ど
も
園
」
の
設
置
に

つ
い
て
、市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　
（
市
長
）
本
制
度
は
、
本

年
10
月
か
ら
の
実
施
を
目
指
し

て
国
会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
法

案
に
基
づ
く
新
制
度
で
あ
る
。

認
定
こ
ど
も
園
は
保
護
者
の
就

労
の
有
無
・
形
態
等
で
区
別
せ

ず
、
就
学
前
の
す
べ
て
の
子

供
を
対
象
に
幼
児
教
育
と
保
育

の
機
会
を
一
体
的
か
つ
一
貫
し

て
提
供
し
、
子
育
て
家
庭
の
支

援
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
県
知
事

が
認
定
す
る
制
度
で
あ
る
が
、

県
の
動
き
は
、
ま
だ
具
体
化
し

て
い
な
い
。
し
か
し
本
市
が
大

い
に
活
用
す
べ
き
制
度
で
あ
る

の
で
、
導
入
に
向
け
た
検
討
を

行
い
、
県
と
連
携
し
て
積
極
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。

上
田
孝
春
（
関
連
質
問
）

問　

他
産
業
並
み
の
所
得
が
得

ら
れ
る
認
定
農
業
者
が
増
え
る

こ
と
で
、
担
い
手
、
後
継
者
、

新
規
就
農
者
不
足
が
解
消
さ
れ

る
と
思
う
が
、
認
定
農
業
者
の

育
成
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
（
市
長
）
認
定
農
業
者
の

育
成
は
、
鳥
取
の
農
業
の
緊
急

か
つ
最
重
要
課
題
と
考
え
て
い

る
。
国
の
制
度
と
も
関
連
し
て

認
定
農
業
者
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
急
務
で
あ
る
の
で
、
全

力
で
取
り
組
む
。

（
農
林
水

産
部
長
）

鳥
取
市
担

い
手
育
成

支
援
協
議

会
が
中
心

と
な
り
、

全
市
や
各

地
域
の
研

修
会
を
開

催
し
、
認

定
農
業
者

の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を

図
る
取
り
組
み
を
行
う
ほ
か
、

候
補
者
へ
の
県
や
市
の
支
援
策

の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

集
落
営
農
組
織
の
育
成
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

藤
原
繁
義
（
関
連
質
問
）

問　

滞
在
型
観
光
の
た
め
の
宿

泊
拠
点
整
備
に
つ
い
て
、
特
に

吉
岡
温
泉
に
つ
い
て
の
市
長
の

所
見
を
伺
う
。

答　
（
市
長
）
通
過
型
観
光
に

対
す
る
戦
略
的
な
観
光
地
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
、
観
光
大

学
等
で
の
も
て
な
し
の
取
り
組

み
が
滞
在
型
観
光
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
宿
泊
施
設
の
充

実
に
つ
い
て
、
吉
岡
温
泉
整
備

も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
滞
在

型
観
光
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
吉
岡

温
泉
の
事
業
は
、
努
力
が
な

さ
れ
た
が
採
算
面
が
問
題
と
さ

れ
、
地
元
自
治
会
が
同
意
を
し

な
い
と
い
う
事
態
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
努
力
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た

と
い
う
状
況
で
あ
る
。し
か
し
、

こ
の
段
階
で
終
わ
ら
せ
ず
、
今

後
も
地
元
の
動
き
を
見
守
り
、

意
欲
的
な
取
り
組
み
を
期
待
し

た
い
。

谷
口
満
（
代
表
質
問
）

問　

浄
水
場
建
設
で
は
、
オ
ル

ガ
ノ
に
続
き
前
澤
工
業
も
不
祥

事
を
起
こ
し
た
。
こ
の
よ
う
な

業
者
に
工
事
行
わ
せ
て
よ
い
の

か
、
水
道
局
の
見
解
を
伺
う
。

答　
（
水
道
事
業
管
理
者
）
今

回
の
事
件
を
踏
ま
え
て
、
水
道

局
と
し
て
は
、
技
術
、
コ
ス
ト
、

法
令
遵
守
、
こ
の
３
つ
に
つ
い

て
十
分
見
極
め
た
上
、
浄
水
施

設
整
備
事
業
の
実
施
を
図
っ
て

い
く
。

　

ま
た
、
現
在
２
社
と
締
結
し

て
い
る
膜
ろ
過
施
設
建
設
に
関

す
る
基
本
協
定
に
基
づ
き
、
水

道
局
の
調
査
委
員
会
で
本
契
約

を
１
社
で
締
結
す
る
こ
と
が
妥

当
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
早
期
に

契
約
し
て
事
業
着
手
す
る
。
こ

れ
は
建
設
常
任
委
員
会
へ
報
告

予
定
で
あ
る
。
本
事
業
の
早
期

完
成
を
図
り
、
市
民
の
皆
様
の

安
心
・
安
全
を
確
保
し
た
い
。

寺
垣
健
二
（
関
連
質
問
）

問　

浄
水
場
問
題
に
つ
い
て
、

紫
外
線
照
射
技
術
が
有
効
で
あ

る
か
、
膜
ろ
過
設
備
が
最
適
な

の
か
伺
う
。

答　
（
水
道
事
業
管
理
者
）
厚

労
省
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
現
在
は
紫
外
線
照
射
に
よ

る
ク
リ
プ
ト
不
活
性
化
な
ど
の

実
験
を
行
い
、
照
射
技
術
を
検

討
し
て
い
る
段
階
で
、
ク
リ
プ

ト
の
暫
定
対
策
指
針
や

省
令
の
変
更
は
、
具
体

的
に
は
ま
だ
な
さ
れ
て

い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
こ
の
状
況
か
ら
ク

リ
プ
ト
対
策
の
本
体
施

設
に
紫
外
線
照
射
を
採

用
す
る
か
否
か
見
通
し

が
立
っ
て
い
な
い
と
判

断
し
て
い
る
。

　

水
道
局
と
し
て
は
、

不
活
性
化
と
い
う
限
定

的
な
対
策
で
な
く
、
広

範
囲
の
病
原
虫
や
ウ
イ

ル
ス
、
細
菌
な
ど
を
根

こ
そ
ぎ
取
り
除
け
る
膜

ろ
過
が
最
善
な
対
策
で

あ
る
と
考
え
る
。

市政改革クラブ市政改革クラブ
1. 市長選挙について
2. 平成大合併について
3. 公文書の保存について
4. 危機管理について
5. 格差社会について
6. 浄水場建設について

7. 津ノ井工業団地内に建
　設中のリサイクル施設
　について
8. 協働について
9. 公営住宅問題について

市政改革クラブ市政改革クラブ

代表質問に立つ
谷口　満議員

認
定
農
業
者
の
育
成

滞
在
型
観
光
と

吉
岡
温
泉
整
備

浄
水
場
建
設

浄
水
場
建
設

江山浄水場建設の現場

認定農業者の育成・支援が課題
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本
委
員
会
で
は
、交
通
政
策
・

道
路
・
建
築
住
宅
、
環
境
・
下

水
道
、
上
水
道
な
ど
に
関
す
る

議
案
の
審
査
を
行
っ
た
。
執
行

部
か
ら
各
事
業
に
お
け
る
進
捗

度
、
今
後
の
計
画
等
詳
細
な
説

明
を
受
け
、
慎
重
審
議
行
な
っ

た
結
果
、
水
道
事
業
会
計
を
除

く
議
案
す
べ
て
に
つ
い
て
、
全

会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

な
お
水
道
事
業
会
計
に
つ
い

て
は
、
一
部
委
員
の
反
対
が

あ
っ
た
が
、
賛
成
多
数
で
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
湖
山
池
公
園
、

河
原
町
中
央
公
園
ほ
か
２
施
設

に
お
け
る
平
成
18
年
度
か
ら
の

指
定
管
理
者
が
決
ま
り
、
今
後

一
層
、
各
公
園
の
効
率
的
な
管

理
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費

縮
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

ま
た
、
膜
ろ
過
施
設
建
設
に

関
す
る
基
本
協
定
に
基
づ
く
調

査
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。
執
行
部
に
対
し
、
今
後
も

本
委
員
会
等
へ
適
宜
情
報
提
供

を
徹
底
す
る
よ
う
求
め
た
。

議案番号 案　　件　　名　　と　　概　　要 結　果

1 平成 18 年度鳥取市一般会計予算（予算額　78,152,000 千円） 原案可決
2 平成 18 年度鳥取市土地区画整理費特別会計予算（予算額　618,362 千円） 原案可決
3 平成 18 年度鳥取市下水道事業費特別会計予算（予算額　9,791,745 千円） 原案可決
4 平成 18 年度鳥取市簡易水道事業費特別会計予算（予算額　1,075,413 千円） 原案可決
5 平成 18 年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計予算（予算額　48,275 千円） 原案可決
6 平成 18 年度鳥取市駐車場事業費特別会計予算（予算額　46,037 千円） 原案可決
7 平成 18 年度鳥取市国民健康保険費特別会計予算（予算額　15,445,354 千円） 原案可決
8 平成 18 年度鳥取市老人保健費特別会計予算（予算額　18,075,647 千円） 原案可決

9 平成 18 年度鳥取市高齢者・障害者住宅整備資金貸付事業費特別会計予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（予算額　20,567 千円） 原案可決

10 平成 18 年度鳥取市住宅新築資金等貸付事業費特別会計予算（予算額　216,668 千円） 原案可決

11 平成 18 年度鳥取市土地取得費特別会計予算（予算額　1,408 千円） 原案可決
12 平成 18 年度鳥取市墓苑事業費特別会計予算（予算額　46,993 千円） 原案可決
13 平成 18 年度鳥取市集落排水事業費特別会計予算（予算額　2,890,233 千円） 原案可決
14 平成 18 年度鳥取市介護保険費特別会計予算（予算額　11,061,455 千円） 原案可決
15 平成 18 年度鳥取市財産区管理事業費特別会計予算（予算額　20,764 千円） 原案可決
16 平成 18 年度鳥取市温泉事業費特別会計予算（予算額　110,896 千円） 原案可決
17 平成 18 年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計予算（予算額　80,076 千円） 原案可決
18 平成 18 年度鳥取市介護老人保健施設事業費特別会計予算（予算額　82,010 千円） 原案可決
19 平成 18 年度鳥取市水道事業会計予算（予算額　6,318,902 千円） 原案可決
20 平成 18 年度鳥取市工業用水道事業会計予算（予算額　34,065 千円） 原案可決
21 平成 18 年度鳥取市病院事業会計予算（予算額　9,107,789 千円） 原案可決

22 平成 17 年度鳥取市一般会計補正予算（第 5号）
　　　（補正前 85,947,212 千円　補正額 4,231 千円　補正後 85,951,443 千円） 原案可決

23 平成 17 年度鳥取市土地区画整理費特別会計補正予算（第 2号）
　　　（補正前 448,695 千円　補正額 55,442 千円　補正後 504,137 千円） 原案可決

24 平成 17 年度鳥取市下水道事業費特別会計補正予算（第 4号）
　　　（補正前 10,808,187 千円　補正額 79,718 千円　補正後 10,887,905 千円） 原案可決

25 平成 17 年度鳥取市簡易水道事業費特別会計補正予算（第 4号）
　　　（補正前 1,005,559 千円　補正額 0千円　補正後 1,005,559 千円） 原案可決

26 平成 17 年度鳥取市駐車場事業費特別会計補正予算（第 2号）
　　　（補正前 92,157 千円　補正額△ 1,259 千円　補正後 90,898 千円） 原案可決

27 平成 17 年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第 4号）
　　　（補正前 15,010,593 千円　補正額△ 83,969 千円　補正後 14,926,624 千円） 原案可決

28 平成 17 年度鳥取市老人保健費特別会計補正予算（第 2号）
　　　（補正前 18,071,877 千円　補正額 822,918 千円　補正後 18,894,795 千円） 原案可決

29 平成 17 年度鳥取市高齢者・障害者住宅整備資金貸付事業費特別会計補正予算（第 1号）
　　　（補正前 30,373 千円　補正額△ 15,342 千円　補正後 15,031 千円） 原案可決

30 平成 17 年度鳥取市住宅新築資金等貸付事業費特別会計補正予算（第 1号）
　　　（補正前 267,449 千円　補正額△ 13,452 千円　補正後 253,997 千円） 原案可決

31 平成 17 年度鳥取市土地取得費特別会計補正予算（第 2号）
　　　（補正前 7,061 千円　補正額 3千円　補正後 7,064 千円） 原案可決

32 平成 17 年度鳥取市墓苑事業費特別会計補正予算（第 1号）
　　　（補正前 55,123 千円　補正額△ 4,319 千円　補正後 50,804 千円） 原案可決

33 平成 17 年度鳥取市集落排水事業費特別会計補正予算（第 3号）
　　　（補正前 3,116,067 千円　補正額△ 149,348 千円　補正後 2,966,719 千円） 原案可決

34 平成 17 年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第 3号）
　　　（補正前 10,055,110 千円　補正額 716,253 千円　補正後 10,771,363 千円） 原案可決

35 平成 17 年度鳥取市財産区管理事業費特別会計補正予算（第 2号）
　　　（補正前 21,928 千円　補正額△ 7,719 千円　補正後 14,209 千円） 原案可決

36 平成 17 年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第 1号）
　　　（補正前 186,721 千円　補正額△ 4,580 千円　補正後 182,141 千円） 原案可決

37 平成 17 年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算（第 3号）
　　　（補正前 169,453 千円　補正額△ 16,566 千円　補正後 152,887 千円） 原案可決

38 平成 17 年度鳥取市水道事業会計補正予算（第 3号）
　　　（補正前 6,154,342 千円　補正額△ 382,085 千円　補正後 5,772,257 千円） 原案可決

39 平成 17 年度鳥取市病院事業会計補正予算（第 2号）
　　　（補正前 9,100,720 千円　補正後 266 千円　補正前 9,100,986 千円） 原案可決

101 平成 17 年度鳥取市一般会計補正予算（第 6号）
　　　繰越明許　（繰越額 1,426,407 千円） 原案可決

102 平成 17 年度鳥取市土地区画整理費特別会計補正予算（第 3号）
　　　繰越明許 　（繰越額　126,090 千円） 原案可決

103 平成 17 年度鳥取市下水道事業費特別会計補正予算（第 5号）
　　　繰越明許  　（繰越額　848,067 千円） 原案可決

104 平成 17 年度鳥取市簡易水道事業費特別会計補正予算（第 5号）
　　　繰越明許  　（繰越額　 92,269 千円） 原案可決

105 平成 17 年度鳥取市集落排水事業費特別会計補正予算（第 4号）
　　　繰越明許  　（繰越額　116,656 千円） 原案可決

平成18年３月鳥取市議会定例会附議案議決結果（予算44件）

一般会計781億5,200万　円を計上一般会計781億5,200万　
前年当初比△7.1％ 60億 1,700　

建
設
水
道
委
員
会

お
知
ら
せ

　

常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
及
び

名
称
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

総
務
委
員
会
の
所
管
事
項
に
企

画
推
進
部
を
入
れ
る
こ
と
と
し
、

総
務
委
員
会
の
名
称
を
総
務
企
画

委
員
会
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

企
画
福
祉
委
員
会
の
名
称
を
福
祉

保
健
委
員
会
と
し
ま
す
。

　

文
教
経
済
委
員
会
及
び
建
設
水

道
委
員
会
は
、
名
称
・
所
管
事
項

と
も
現
行
ど
お
り
。
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本
委
員
会
で
は
、
総
務
部
、

出
納
室
、
市
議
会
、
監
査
委

員
、
選
挙
管
理
委
員
会
等
の
所

管
す
る
予
算
に
つ
い
て
の
審
査

を
行
っ
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
合
併
特

例
債
等
に
お
け
る
交
付
税
措
置

の
見
込
み
や
、
６
月
の
肉
付
け

予
算
の
財
源
等
に
つ
い
て
の

質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
管
理
費
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
対
策
事
業
費
、
基
金
の
運

用
、
防
災
備
蓄
事
業
、
地
域

振
興
予
算
等
に
つ
い
て
の
審

査
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
防
災
対
策
で
は
、

大
災
害
に
備
え
て
、
避
難
所

の
耐
震
度
等

に
つ
い
て
の

現
状
を
し
っ

か
り
把
握
し

て
お
く
よ
う

に
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
関
係
で

は
、
経
費
の
節
減
の
た
め
に
、

投
開
票
区
及
び
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
等
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
投
票
率
向
上
の
た

め
の
施
策
や
環
境
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
期
日
前
投

票
制
度
等
の
周
知
を
充
分
に
図

る
よ
う
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

企
画
推
進
部
の
所
管
す
る
予

算
審
査
に
お
い
て
は
、
行
財
政

改
革
に
お
け
る
補
助
事
業
見
直

し
の
内
容
に
関
わ
る
質
疑
が
集

中
し
た
。
平
成
18
年
度
は
、
合

併
後
初
の
総
合
計
画
が
実
施
さ

れ
る
年
度
で
あ
り
、
総
合
計
画

の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
も
な
っ
て
い

る
「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
市
民

活
動
促
進
事
業
等
の
事
業
内
容

と
予
算
措
置
が
適
正
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
か
な
ど
、
慎
重
に

審
査
を
行
っ
た
。

　

福
祉
保
健
部
所
管
事
項
に
お

い
て
は
、
少
子
化
と
高
齢
化
に

対
す
る
施
策
の
重
要
性
か
ら
、

子
育
て
広
場
運
営
費
を
は
じ
め

と
す
る
保
育
と
子
育
て
に
関
す

る
事
業
、
及
び
ふ
れ
あ
い
型
食

事
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
生
き
が
い

活
動
支
援
通
所
事
業
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
項
目
を
審
査
し
た
。

　

病
院
事
業
に
お
い
て
は
、
病

院
経
営
の
観
点
を
中
心
に
、
医

師
と
外
来
患
者
の
確
保
に
対
す

る
取
り
組
み
と
予
算
編
成
の
考

え
方
に
つ
い
て
確
認
を
し
、
そ

の
内
容
を
審
査
し
た
。

　

教
育
委
員
会
関
連
の
予
算
審

査
で
は
、
新
規
の
「
学
力
向
上

推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
前
向

き
な
取
り
組
み
に
期
待
す
る
意

見
や
、
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け

に
子
ど
も
と
教
師
の
か
か
わ
り

を
見
直
す
べ
き
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
ま
た
、
合
併
特
例

債
の
活
用
に
よ
る
学
校
増
改
築

等
の
前
倒
し
を
検
討
す
べ
き
と

の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

経
済
観
光
部
関
連
の
予
算
審

査
で
は
、
昨
年
、
オ
ー
プ
ン

ま
で
に
様
々
な
問
題
が
生
じ

た
「
お
笑
い
健
康
道
場
」
の
活

用
に
つ
い
て
、
根
本
的
な
方
針

に
つ
い
て
指
摘
が
あ
り
、
18
年

度
も
引
き
続
き
慎
重
に
事
業
を

見
守
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
観
光
関
連
で
は
、

市
と
し
て
観
光
事
業
に
力
を
入

れ
る
の
な
ら
ば
、
予
算
面
に
お

い
て
も
充
実
す
べ
き
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

農
林
水
産
部
関
連
の
予
算
審

査
で
は
、
近
年
鳥
取
市
内
各
所

で
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た

ヌ
ー
ト
リ
ア
の
被
害
対
策
や
、

鳥
取
市
と
し
て
の
農
産
物
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
今
後
の
課

題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

平
成
平
成
1818
年
度
予
算
案
可
決

年
度
予
算
案
可
決

一般会計781億5,200万　円を計上円を計上
万円減

３月定例会の様子

総
務
委
員
会

企
画
福
祉
委
員
会

文
教
経
済
委
員
会

各
委
員
会
の

　
　
　

主
な
審
議
内
容
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平成 16年度決算審査特別委員会委員長報告、その後の対応！
平成17年11月臨時会での委員長報告の指摘事項に対する、市執行部のその後の対応方針をお知らせします。

　（委員長報告の指摘事項要旨は№131（12月定例会号）をご参照下さい。

指摘指摘　市税等の収納率の向上
対応方針対応方針　①新たに設置した滞
納整理室を中心に滞納処分の強
化、研修の充実を図る。
②出納閉鎖前の４～５月にかけ
て、全庁的な管理職の動員協力
により、夜間・休日訪問徴収を
実施する。
③総合支所との徴収連絡会を設
置し、広域化した市域に対応し
た効率的な徴収業務を遂行する。
④悪質滞納者に対する差押え等、
滞納処分の強化を図る。
⑤口座振替納付を推進し、収納
事務の効率化・省力化を推進し、
徴収率の向上を図る。

指摘指摘　補助金制度や有利な起債
の活用を図るなど、財源の確保
に努めること
対応方針対応方針　補助金の整理合理化、
使用料・手数料の見直し、指定
管理者制度の積極的な適用など、
経費の節減と歳入確保に努める
とともに、国県補助制度の積極
的な活用と有利な起債制度の選
択等により、さらなる財源の確
保に努める。

指摘指摘　行財政改革の推進
対応方針対応方針　第４次行財政改革大
綱及び実施計画に沿って、限ら
れた予算を効率的かつ効果的に
配分・執行できるよう事務事業
の改善と職員の意識改革に取り
組む。また、主要事業・新規事
業等の評価を行う仕組みとして
行政評価の手法があり、平成 17
年度は第８次総合計画との整合
を図りながら２施策で施策評価
を行った。今後、行政評価の取
組みを充実させていきたい。

指摘指摘　予算の年度内執行
対応方針対応方針　経費節減合理化策の
一つとして平成 17年 10月から
予算執行にかかる事前審査をス
タートさせた。これにより不適
切な予算執行を未然に防ぎ、予
算執行段階での経費節減と担当
課の支出に関する意識啓発の推
進を図り、これまで以上に適切
な予算執行を行いたい。また、

入札差額や経費節減による不用
額が生じた場合には、適切な時
期に予算の減額補正等を行うよ
う努めていく。

指摘指摘　適切な指定管理者制度の
導入
対応方針対応方針　指定管理者制度は、
経費節減と民間活力・ノウハウ
の活用を目的とし、公の施設の
管理をより効果的かつ効率的に
運営しようとするものであり、
導入にあたっては、市民の皆さ
んに十分理解していただけるよ
うな制度運用に努め、市民サー
ビスの低下を招かないよう適切
な指導監督を行いたい。

指摘指摘　雇用機会の創出
対応方針対応方針　無料職業相談所のほ
か、「とっとり若者仕事プラザ」
と連携した若年者への就職情報
の提供・職業紹介・就職相談に
よる雇用の安定と企業誘致によ
る雇用機会の拡大に努めている。
今後とも、積極的な企業誘致、
国と連携した地域提案型雇用創
造促進事業に取り組みたい。

指摘指摘　下水道の整備促進と供用
開始後の早期接続
対応方針対応方針　未整備地区は、第８
次総合計画との整合を図りなが
ら早期整備に努めるとともに、
供用開始区域内の未接続者に対
して、個別訪問や督促文書の送
付、水洗便所改造資金制度融資
のＰＲ等を行い、早期接続の指
導を行う。

指摘指摘　吉岡温泉温泉権の有効利
用
対応方針対応方針　地元町内会総意のも
と温泉権を活用した外湯２施設
の整備を平成 17 年度に予算化
したが、地元が経営主体となる
ＮＰＯ法人を立ち上げた時点で
町内会の一部から反対意見等が
あり、中止せざるを得なくなっ
た。吉岡温泉に賑わいをもたら
す活用策を検討する方向で町内
会と協議している。

指摘指摘　水道料金の収納率の向上
及び滞納対策（水道事業）
対応方針対応方針　長引く不況と個人情
報保護法の施行等により、収納
環境は厳しい状況にあるが、適
宜対応し、収納率の向上に努め
る。

指摘　指摘　有収率（漏水対策）の向
上（水道事業）
対応方針対応方針　漏水防止対策として
地下漏水調査を計画的に実施し
て、潜在する漏水の早期発見に
努めている。また、老朽管の更
新を積極的に進めることが有収
率向上に向けた有効な対策であ
り、着実に推進していく。

指摘指摘　医師の確保（病院事業）
対応方針対応方針　全国的に勤務医不足
の実態があり、確保が難しい状
況であるが、引き続き努力する。

指摘指摘　急性期病院と市民サービ
スの徹底（病院事業）
対応方針対応方針　在院日数の短縮につ
いては、十分なインフォームド
コンセント、退院後の後方施設
の紹介や在宅医療への相談によ
り、患者との信頼関係を築き、「信
頼される病院」と評価されるよ
う努力していきたい。

指摘指摘　情報セキュリティー対策
（病院事業）
対応方針対応方針　個人情報保護方針、
個人情報保護管理に関する要綱
に基づき、法令の遵守に努めて
おり、今後も、技術的進歩の研究、
更なるセキュリティーの高度化
に努力していく。

指摘指摘　老人保健施設の効率よい
利用（老人保健施設）
対応方針対応方針　一時的に医療機関で
入院治療を行っている入所者の
ベッド確保や入室時の男女構成
などの事情はあるが、今まで以
上に効率のよい利用に努め、入
所希望者のニーズに応えたサー
ビスの提供と収益を上げるため
の努力を行う。
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「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」

に
お
い
て
は
、
施
策
の
体
系
や

内
容
に
つ
い
て
、
合
併
協
議
を

通
じ
て
策
定
さ
れ
た
「
新
市

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
と
の
整
合

性
、
本
市
が
継
続
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
の
新
た
な
政
策
、

「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る
戦
略

的
施
策
の
内
容
、
及
び
こ
れ
に

伴
っ
て
設
定
さ
れ
た
数
値
目
標

な
ど
、
細
部
に
わ
た
り
検
討
し

た
。
と
り
わ
け
、市
民
と
の「
協

働
」
の
理
念
に
つ
い
て
は
、
数

回
の
委
員
会
に
わ
た
り
、
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
こ
の

先
実
施
さ
れ
る
基
本
計
画
・
実

施
計
画
の
実
現
に
向
け
た
施
策

に
お
い
て
も
、
真
の
意
味
で
の

「
協
働
」
の
推
進
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
他
、
実
施
計
画
に
つ
い
て

も
、
市
内
の
各
地
域
の
実
情
と

課
題
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
か
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。

　

山
陰
初
の
特
例
市
と
し
て
発

展
し
続
け
る
鳥
取
市
を
創
造
す

る
と
い
う
理
念
の
も
と
、
計
画

の
進
行
管
理
、
及
び
各
目
標
の

具
現
化
に
向
け
た
執
行
部
の
努

力
を
要
請
す
る
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
平

成
18
年
２
月
16
日
か
ら
18
日

に
、
富
山
市
、
金
沢
市
、
大
阪

市
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

富
山
市
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
視

察
を
行
っ
た
。
都
心
部
に
お

け
る
人
口
及
び
商
業
等
都
市
機

能
の
空
洞
化
や
市
街
地
の
拡
散

が
、
都
市
経
営
・
市
民
生
活
に

与
え
る
影
響
を
定
量
的
に
分
析

し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
の
実

現
に
向
け
て
の
基
本
的
な
施
策

の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
都

心
機
能
の
拡
充
、
公
共
交
通
機

関
の
充
実
等
を
通
し
て
、
ま
ち

な
か
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
た
。

　

金
沢
市
で
は
、
ま
ち
な
か
定

住
促
進
事
業
の
効
果
と
利
用
実

績
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

市
長
が
定
め
る
住
宅
基
準
に
適

合
す
る
住
宅
の
建
築
・
購
入
に

関
し
て
財
政
的
な
援
助
を
行
う

等
の
施
策
に
よ
り
、
ま
ち
な
か

定
住
の
促
進
を
図
っ
て
い
た
。

ま
た
、
商
業
環
境
形
成
ま
ち
づ

く
り
事
業
で
は
、
市
街
化
区
域

に
お
け
る
大
型
集
客
施
設
の
建

築
に
つ
い
て
の
手
続
き
を
定
め

て
、
中
心
市
街
地
等
に
お
け
る

商
業
機
能
の
立
地
誘
導
を
図
り

な
が
ら
、
個
性
豊
か
で
住
み
よ

い
都
市
環
境
の
形
成
を
目
指
し

て
い
た
。

　

大
阪
市
か
ら
ほ
り
商
店
街
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
か

ら
ほ
り
倶
楽
部
」を
立
ち
上
げ
、

町
並
み
の
保
存
・
再

生
、
商
店
街
の
活
性

化
、
新
旧
世
代
の
共

生
を
図
っ
て
い
た
。

明
治
時
代
の
長
屋

な
ど
の
既
存
の
建

物
を
改
造
し
、
若

者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
と
す
る

な
ど
に
よ
り
、
ま
ち

興
し
を
行
っ
て
い

た
。

第
８
次
総
合
計
画
の
策
定
に

　

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長
報
告
要
旨

　
　

３
月
定
例
会
で
審
査
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

　
　

３
月
定
例
会
で
審
査
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

陳　

情

《
不
採
択
》

・
業
務
委
託
の
要
望
に
つ
い
て
の
陳

情
（
同
陳
情
が
こ
の
他
９
件
、
不

採
択
理
由
も
同
じ
）

（
理
由
）
本
市
と
岩
美
町
と
の
協

定
に
基
づ
い
た
業
務
で
あ
り
、

本
件
は
岩
美
町
が
判
断
し
、
解

決
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

・「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
安
易
な
民
間

開
放
は
行
わ
ず
、
充
実
を
求
め
る

意
見
書
」
提
出
に
関
す
る
陳
情

（
理
由
）
本
市
は
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
市
場
化
テ
ス
ト
等
の
活
用

に
つ
い
て
は
必
要
と
考
え
て
い

る
た
め

・
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
反
対

に
関
す
る
陳
情

（
理
由
）
審
査
す
べ
き
内
容
に
統

一
性
が
な
く
、
か
つ
不
明
確
な

た
め
。

・
最
低
賃
金
制
度
の
改
正
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

（
理
由
）
全
国
一
律
最
低
賃
金
千

円
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
企
業

側
の
問
題
も
あ
り
、
現
時
点
で

は
実
現
困
難
で
あ
る
と
判
断
し

た
た
め
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
均
等
待

遇
実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情

（
理
由
）
正
規
社
員
を
増
や
す
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
ま

た
企
業
側
へ
の
影
響
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
実
現

困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
た

め
。

・
住
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
安
全
・

安
心
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

（
理
由
）
本
市
は
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
市
場
化
テ
ス
ト
等
の
活
用

に
つ
い
て
は
必
要
と
考
え
て
い

る
た
め

・
鳥
取
市
議
会
議
員
定
数
見
直
し
に

か
か
る
陳
情

（
理
由
）
市
町
村
合
併
後
の
初
め

て
の
一
般
選
挙
に
お
け
る
鳥
取

市
議
会
議
員
の
定
数
に
つ
い
て

は
36
人
を
妥
当
と
し
て
議
会
で

議
決
し
た
た
め

・「
市
場
化
テ
ス
ト
法
案
」
に
関
す

る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

（
理
由
）
本
市
は
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
市
場
化
テ
ス
ト
等
の
活
用

に
つ
い
て
は
必
要
と
考
え
て
い

る
た
め

・
市
街
地
変
電
所
建
設
問
題
に
関
す

る
陳
情
（
２
月
15
日
不
採
択
）

（
理
由
）
中
心
市
街
地
が
変
電
所

建
設
地
と
し
て
適
当
な
場
所
で

な
い
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
で
き

な
い
た
め

・
患
者
・
国
民
負
担
増
計
画
を
中
止

し
「
保
険
で
安
心
し
て
か
か
れ
る

医
療
」
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情

（
理
由
）
国
民
皆
保
険
制
度
の
維

持
を
図
る
た
め
患
者
負
担
の
見

直
し
は
必
要
で
あ
る
と
判
断
し

た
た
め

・
次
世
代
育
成
支
援
策
・
保
育
施
策

の
推
進
に
関
わ
る
国
の
予
算
の
拡

充
と
民
間
保
育
所
運
営
費
・
施
設

整
備
費
の
一
般
財
源
化
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳

情（理
由
）
民
間
保
育
所
運
営
費
施

設
整
備
費
の
一
般
財
源
化
が
保

育
水
準
の
地
域
格
差
を
拡
大
し

た
り
保
育
の
質
の
低
下
を
招
く

も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
た

め

・
安
心
で
き
る
介
護
保
険
制
度
を
求

め
る
陳
情

（
理
由
）
財
源
確
保
の
面
か
ら
実

現
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た

た
め

《
継
続
審
査
》

・
日
本
郵
政
公
社
の
集
配
局
廃
止
計

画
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情

（
理
由
）
今
後
の
国
の
動
向
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
た
め

・
障
害
者
が
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
た
め
の
条
件
整
備
に
つ

い
て
の
陳
情

（
理
由
）
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
継
続
し
て
調
査
研
究
が
必
要

な
た
め

・
鳥
取
中
央
変
電
所
建
設
問
題
に
関

す
る
陳
情

（
理
由
）
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
継
続
し
て
調
査
研
究
が
必
要

な
た
め

・
養
鶏
場
の
悪
臭
対
策
に
関
す
る
陳

情（理
由
）
本
件
は
、
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
解
決
で
き
る
方
策
を

引
き
続
き
調
査
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
た
め

・
障
害
者
自
立
支
援
法
に
関
す
る
要

望
に
つ
い
て
の
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情

（
理
由
）
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
継
続
し
て
調
査
研
究
が
必
要

な
た
め

《
取
下
げ
承
認
》

・
物
産
販
売
施
設
設
置
に
当
た
っ
て

の
土
地
利
用
等
に
つ
い
て
の
請
願

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

利
用
者
の
負
担
増
に
反
対
す
る
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

　　　金沢市の商業施設
　　　　　　　「プレーゴ」を視察

中
心
市
街
地
活
性
化
に

　

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

視
察
報
告
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次回定例会の予定

平成18年３月鳥取市議会定例会附議案議決結果（条例・その他67件）
区　分 議案番号 案　　　　件　　　　名 議決結果

条　例
(30件 )

40 鳥取市文化センターの設置及び管理に関する条例の全部改正について (指定管理者制度移行に伴うもの） 原案可決
41 鳥取市行政手続条例の一部改正について (行政手続法の一部改正に伴い、所要の整理を行うもの） 原案可決
42 公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正について（関係法律の一部改正に伴い、所要の整理を行うもの） 原案可決
43 鳥取市職員のための市設宿舎に関する条例の一部改正について（市設宿舎の貸与対象となる職員の範囲を見直すとともに、所要の整備を行うもの） 原案可決
44 鳥取市職員給与条例等の一部改正について（給与構造改革に伴い、給与改定を行うもの） 原案可決
45 特別職の職員の給与に関する条例及び鳥取市教育長の給与等に関する条例の一部改正について（期末手当の支給率変更に伴うもの） 原案可決
46 鳥取市防災会議条例の一部改正について（鳥取市防災会議との統合に伴い、鳥取市水防協議会を廃止するもの） 原案可決

47 鳥取市消防団員等公務災害補償条例及び鳥取市議会の議員等の公務災害補償等に関する条例の一部改正について
（法律の施行に伴い、関係条例の用語の整理を行うもの） 原案可決

48 鳥取市市民参画と市民活動の推進に関する条例の一部改正について（市民活動の多様化に伴い、市民活動として定
める活動の整備を行うもの） 原案可決

49 鳥取市集会所の設置及び管理に関する条例の一部改正について（鳥取市佐治町大水集会所の完成に伴い、加えるもの） 原案可決
50 鳥取市特別会計条例の一部改正について（介護老人保健施設特別会計を加えるもの） 原案可決
51 鳥取市手数料条例の一部改正について（戸籍等に関する証明手数料を無料にすることと、用語の整理をするもの） 原案可決

52 鳥取市福部砂丘温泉ふれあい会館の設置及び管理に関する条例の一部改正について（管理を指定管理者に行わせる
とともに、その業務の範囲を定めるもの） 原案可決

53 鳥取市軽度生活援助員派遣手数料等の徴収に関する条例の一部改正について（手数料の改正及び事業の見直しに伴
う所要の整理をするもの） 原案可決

54 鳥取市介護保険条例の一部改正について（介護保険法の一部改正に伴い、介護保険料を改定するとともに引用条文
の整理を行うもの） 原案可決

55 鳥取市体育館の設置及び管理に関する条例等の一部改正について（介護保険法の改正に伴い、用語の整理を行うもの） 原案可決
56 鳥取市国民健康保険条例の一部改正について（国保料の料率改定に伴うもの） 原案可決

57 国府町、福部村、河原町、用瀬町、佐治村、気高町、鹿野町及び青谷町の編入に伴う鳥取市国民健康保険条例の適
用の特例に関する条例の一部改正について（国保料の料率改定に伴うもの） 原案可決

58 鳥取市国民宿舎山紫苑の設置及び管理に関する条例の一部改正について（国民宿舎山紫苑の利用料金の一部を改正するもの） 原案可決

59 鳥取市農林水産業振興事業分担金徴収条例の一部改正について（分担金の徴収対象事業のうち、治山事業を斜面崩
壊復旧事業に変更するもの） 原案可決

60 鳥取市農産物加工等施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について（大村農産物加工施設の設置等及び用瀬
町社農産物加工所の使用料等を定めるもの） 原案可決

61 鳥取市下水道条例の一部改正について（下水道法の一部を改正する法律施行に伴い、所要の改正を行うもの） 原案可決
62 鳥取市営駐車場条例の一部改正について（幸町駐車場の駐車料金等の改定を行うもの） 原案可決
63 鳥取市公民館条例の一部改正について（中央公民館使用料等の改正に伴うもの） 原案可決
64 鳥取市少年愛護センター条例の一部改正について（少年愛護センター等の文化センター移転に伴うもの） 原案可決
65 鳥取市勤労青少年ホーム条例の一部改正について（管理を指定管理者に行わせるとともに、その業務の範囲を定めるもの） 原案可決
66 鳥取市多目的スポーツ広場の設置及び管理に関する条例の一部改正について（美穂多目的スポーツ広場の新設等に伴うもの） 原案可決
67 鳥取市プールの設置及び管理に関する条例の一部改正について（福部町ほっとスイミングプールの指定管理者制度移行に伴うもの） 原案可決

68 地方拠点都市地域の拠点地区における固定資産税の不均一課税に関する条例の廃止について（法律の規定による固
定資産税の不均一課税に伴う減収補填措置の対象期間が経過したため廃止するもの） 原案可決

106 鳥取市職員退職手当支給条例の一部改正について（国家公務員に準じ、退職手当の調整額の新設と、支給率等の改定を行うもの） 原案可決

その他
(31件 )

69 住居表示を実施すべき市街地の区域及び住居表示の方法について（賀露町の一部で住居表示を実施するため、表示
の方法を提案するもの） 原案可決

70 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について（事業計画の追加、修正により、計画を変更するもの） 原案可決
71 鳥取市過疎地域自立促進計画の変更について（事業計画の追加、修正により、計画を変更するもの） 原案可決

72 鳥取県東部広域行政管理組合規約の変更について（障害者自立支援法に基づく審議会業務を組合の共同事務とする
ため、規約の一部改正について協議するため） 原案可決

73 鳥取市総合計画基本構想の改定について（鳥取市総合計画基本構想を改定するもの） 原案可決

74～
92

【指定管理者の指定】○施設名（議案号数）：指定管理者名
○鳥取市介護老人施設（74号）：あすなろ会　○鳥取市高齢者福祉施設（75号）：鳥取福祉会　
○因幡万葉歴史館（76号）：国府町教育文化事業団　○河原町お城山展望台（77号）：風土資産研究会　
○流しびなの館（78号）：用瀬町ふるさと振興事業団　○気高町遊漁センター（79号）：NPO気多の岬を考える会　
○食文化体験施設万葉の館（80号）：有限会社こくふ万葉の館　○安蔵森林公園（81号）：あぞうの森　
○都市公園（82号）：エコール鳥取　○都市公園（83号）：風土資産研究会　○都市公園（84号）：鳥取県サッカー協会
○安蔵公園（85号）：あぞうの森　○鳥取市体育館（86号）：鳥取市教育福祉振興会
○鳥取市テニス場（87号）：鳥取市教育福祉振興会　○鳥取市プール（88号）：鳥取市教育福祉振興会
○市営サッカー場（89号）：鳥取県サッカー場　○鳥取クレー射撃場（90号）：鳥取市クレー射撃協会
○海洋センター（91号）：エコール鳥取　○市立武道館（92号）：鳥取市教育福祉振興会

原案可決

93 財産の取得について（美穂多目的広場の用地取得に伴うもの　取得面積＝6,105.05㎡   取得価格＝62,510千円） 原案可決
94 工事請負契約の締結について（市営住宅湖山団地５棟建替（建築）工事） 原案可決
95 業務委託に関する基本協定の変更について（千代水クリーンセンター建設の外構工事において整備箇所の見直しが生じたため） 原案可決
96 市道の路線の認定について（市道湖山南５７号線ほか（計１０路線）） 原案可決
97 市道の路線の変更について（市道東今在家８号線ほか（計２５路線）） 原案可決
98 市道の路線の廃止について（市道宮長21号線ほか（計2路線）） 原案可決
99 損害賠償の額及び和解について（賀露町地内の市道で発生した道路事故について） 原案可決

人事 (1件 ) 100 人権擁護委員候補者の推薦について (H18.6.30任期満了に伴うもの（久野純子氏）再任 ) 同　　意
報告 (1件 ) 報告 1 専決処分事項の報告について (公用車における交通事故損害賠償の額及び和解について ) 報　　告

議員提出
（4件）

1 鳥取市議会の議員の定数を定める条例の一部改正について 原案否決
2 鳥取市議会の議員の定数を定める条例の一部改正について 原案可決
3 鳥取市議会委員会条例の一部改正について 原案可決
4 鳥取市議会会議規則の一部改正について 原案可決

次回定例会の予定次回定例会の予定
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開会　６月６日（月）　一般質問　６月８日（木）・９日（金）・12日（月）・13日（火）・15日（木）・16日（金）
委員会　６月 19日（月）・20日（火）・21日（水）　閉会　６月 22日（木）※この日程は変更になる場合もあります。
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